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11 NOV

7
閏 15 日

大安

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

14
閏 22 日

赤口

市民文化祭（サンコア〜 16 日）

21
閏 29 日

先勝

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

28
７日
仏滅

1
閏９月９日

大安

筑後市所蔵絵画展
（九州芸文館〜 3 日）

8
閏 16 日

赤口

福岡大学有信会
八女筑後支部総会

（18：30 〜・いわ井）

大東寺絵手紙教室展示会
（８〜９日・大東寺）

15
閏 23 日

先勝

22
10 月 1 日

仏滅

人生史サークル黄櫨の会
講演　執行昭男先生
　　　（元明善高校校長）
1：30〜（八女市社会福祉会館）
秋の大収穫祭  〜23日

（道の駅たちばな）
絣の里巡り in 筑後

（市北西部〜23日）

29
８日
大安

ミニ健康教室
手外科であつかう疾患について

（14：00 〜・川﨑病院）

長崎県上五島町物産展
〜30日  　（道の駅たちばな）

6
閏 14 日

仏滅

弁護士無料法律相談
（福岡法務局八女支局）

　 要予約☎ 050-3383-5502

13
閏 21 日

大安

20
閏 28 日

赤口

弁護士無料法律相談
（福岡法務局八女支局）

　 要予約☎ 050-3383-5502

27
６日
先負

社会保険個別相談会
10：00〜16：00（筑後商工会議所）
要予約　0942-33-6215

5
閏 13 日

先負

松尾弁財天縁日
（立花町）

12
閏 20 日

仏滅

なんでも人権相談所
（筑後市勤労者家庭支援施設）

19
閏 27 日

大安

26
５日
友引

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）

4
閏 12 日

友引

11
閏 19 日

先負

無料弁護士法律相談
13：30〜・要予約

（八女民主商工会）☎24-2727

18
閏 26 日

仏滅

25
４日
先勝

3
閏 11 日

先勝

秋色マルシェ恋びより
（水田天満宮・恋木神社）

10
閏 18 日

友引

17
閏 25 日

先負

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

24
３日
赤口23 ２日大安

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）
清水山もみじウォーク

（八女歩こう会）

30 ９日
赤口

藤岡弘、講演会
（２時〜・八女市総合体育館）
ちっごふれあいフォーラム

（サンコア）

2
閏 10 日

赤口

健康と福祉の祭典
（サザンクス筑後）

9
閏 17 日

先勝

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

16
閏 24 日

友引

12

心配ごと相談（八女市）
八女市社会福祉会館　11月５日・19日
黒 木 町 ふ じ の 里　11月５日・19日
上陽町地域福祉センター　11月12日・26日
立 花 町 か が や き　11月12日・26日

法律相談（要予約）
八女市社会福祉会館　11月14日
黒 木 町 ふ じ の 里　11月21日
上陽町地域福祉センター　11月28日

くるぎふるさと日曜市　毎週日曜日
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館）
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時〜
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館）
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時〜
○赤ちゃん読聞かせ　八女市立図書館（本館）
　　　　　　　毎週土曜日　午前11時〜　
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館）
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時〜

司法書士相談
黒 木 町 ふ じ の 里　11月14日
八女市社会福祉協議会　11月21日

筑後市
心配事相談
　毎週木曜日／総合福祉センター
健康に関する総合相談
　毎週金曜日／筑後市立病院
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秋
の
ふ
か
き
に

　
　
　
文
を
読
む

　
　
　
　 

詩
人 

椎 

窓   

猛

振替休日

文化の日

勤労感謝の日

　

”山
か
ひ
の
秋
の
ふ
か
き
に
驚

き
ぬ
田
を
す
で
に
刈
り
て
乏
し
き

川
音
”
（
中
村
憲
吉
）
山
本
健

吉
編
の
『
句
歌
歳
時
記
』
よ
り
。

霜
月
11
月
、
晩
秋
村
里
風
景
。
こ

の
八
女
の
地
に
ゆ
か
り
も
深
い
文

芸
評
論
家
山
本
健
吉
資
料
室
が
よ

う
や
く
去
る
10
月
13
日
、
八
女
市

制
施
行
60
周
年
、
合
併
５
周
年
を

記
念
し
開
室
、
三
田
村
市
長
、
縁

故
関
係
者
の
労
に
よ
る
。
▼
こ
の

開
室
に
併
せ
て
生
前
健
吉
先
生
よ

り
ご
愛
顧
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
歌

手
さ
だ
ま
さ
し
の
ア
コ
ー
ス
テ
ッ

ク
・
ラ
イ
ブ
の
催
し
。
”お
り
な

す
八
女
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
”

チ
ケ
ッ
ト
七
千
円
の
高
額
に
も
か

か
わ
ら
ず
満
席
大
盛
況
。
市
民
の

心
意
気
に
も
感
服
。

　

ま
た
、
さ
だ
さ
ん
の
歌
、
演
じ

方
も
十
分
に
魅
了
さ
れ
る
。
若
さ

を
嗤
わ
ず
、
老
い
を
恨
ま
ず
、
い

つ
か
来
た
道
、
い
つ
か
行
く
道
、

心
に
咲
く
花
は
季
節
を
惜
し
ま
な

い
、
与
え
ら
れ
し
い
の
ち
、
悲
し

き
も
よ
ろ
し
…
…
（
残
春
）。
彼

の
熱
唱
は
現
代
『
和
讃
』
と
も
心

底
に
ひ
び
く
歌
詞
。
健
吉
先
生
御

推
挙
の
ゆ
え
ん
が
了
解
さ
れ
る
。

▼
健
吉
先
生
数
多
の
エ
ッ
セ
イ
の

な
か
で
胸
に
と
ま
っ
て
い
る
の
は

「
一
期
一
会
」
の
情
感
を
利
休
の

茶
を
基
に
説
か
れ
た
一
節
。
も
て

な
す
主
人
と
客
人
に
共
に
敬
愛
の

念
な
し
で
は
、
真
の
茶
会
は
成
立

せ
ず
…
…
”茶
の
国
”
と
も
称

す
る
ふ
る
さ
と
八
女
。
夫
人
で
俳

人
と
し
て
も
高
名
の
石
橋
秀
野
さ

ん
と
も
ど
も
健
吉
先
生
の
御
文
章

に
親
し
ま
れ
ん
こ
と
を
期
待
。
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

健
康
万
歳  

⑩

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
脅
威
に
備
え
よ
う（
21
世
紀
は
感
染
症
と
の
闘
い
）

呟き

小
さ
な
旅

　

今
年
知
人
に
紹
介
し
て
頂
き
、
絵
手
紙

教
室
に
入
会
し
ま
し
た
。今
は
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
に
メ
ー
ル
の
生
活
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
一
枚
の
ハ
ガ
キ
を
通
し
、
四
季
の
素

晴
ら
し
さ
や
、
自
然
の
豊
か
な
め
ぐ
み
そ

し
て
自
分
が
感
動
し
癒
さ
れ
る
様
な
絵
を

描
く
こ
と
で
、
相
手
の
心
を
和
ま
せ
、
会

話
が
出
来
た
ら
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
努
力
と
上
達
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
た
の
も
し
い
大
坪
先
生
、
厳
し
く
御

指
導
下
さ
い
。先
輩
の
皆
さ
ん
に
出
会
い
、

貴
重
な
時
を
持
て
た
事
に
感
謝
し
、
楽
し

く
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

大
東
寺
絵
手
紙
教
室
の
展
示
会
を
十
一

月
八
日
（
土
）
九
日
（
日
）
に
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
遊
び
に
お
い
で
下
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

八女市本町

井上　一子

楽
し
い

絵
手
紙

　
　
　

忘
れ
ら
れ
な
い
旅
が
あ

る
。
そ
れ
は
行
っ
て
帰
っ
て

二
十
四
時
間
の
小
さ
な
旅
。

　

十
五
年
前
の
霜
月
。
三
人
の
娘

か
ら
私
達
に
結
婚
三
十
五
年
を
祝

う
旅
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

長
女
家
族
、
次
女
夫
婦
、
三
女

と
夫
と
私
。
九
名
が
二
台
の
車
で

目
指
し
た
先
は
、
海
を
見
下
ろ
す

高
台
の
国
民
宿
舎
。
海
に
沈
む
夕

日
を
見
て
孫
が
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

を
始
め
る
と
、
つ
ら
れ
て
全
員
窓

辺
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
中
心
に
は

難
病
の
夫
が
い
た
。

　

自
由
に
歩
け
る
今
を
大
切
に

と
、
主
治
医
か
ら
言
わ
れ
た
日
、

長
女
に
珊
瑚
婚
を
祝
い
た
い
と
伝

え
た
。
娘
達
は
あ
っ
と
言
う
間
に

旅
を
計
画
し
、
夫
の
体
に
負
担
の

無
い
よ
う
に
と
車
で
一
時
間
以
内

の
宿
を
予
約
し
て
く
れ
た
。
二
人

の
婿
に
支
え
ら
れ
て
風
呂
に
入
れ

た
こ
と
が
余
程
嬉
し
か
っ
た
の

か
、
夫
は
目
を
潤
ま
せ
婿
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
何
度
も
言
っ
た
。

和
室
に
敷
か
れ
た
八
組
の
布
団
。

孫
は
喜
々
と
し
て
枕
投
げ
に
興
じ

ひ
と
し
き
り
は
し
ゃ
い
だ
後
、
静

か
に
な
っ
た
部
屋
は
鼾
、
歯
ぎ
し

り
寝
言
の
三
重
奏
に
包
ま
れ
た
。

八
人
が
肩
寄
せ
合
っ
て
眠
る
姿
は

正
に
幸
せ
を
絵
に
し
た
よ
う
な
光

景
だ
っ
た
。
眠
る
の
が
勿
体
な
い

と
思
え
る
こ
ん
な
夜
に
私
は
後
何

度
巡
り
会
う
こ
と
が
出
来
る
の
だ

ろ
う
。

　

そ
の
日
か
ら
一
か
月
半
後
、
夫

は
自
宅
で
静
か
に
旅
立
っ
た
。

　

子
供
た
ち
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

だ
と
思
っ
た
あ
の
小
さ
な
旅
は
、

夫
が
私
に
残
し
た
最
後
の
粋
な
贈

り
物
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
夏
生
）

　

西
ア
フ
リ
カ
で
発
生
し
猛

威
を
振
る
う
エ
ボ
ラ
出
血
熱

は
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

感
染
す
る
。
そ
の
経
路
、
規

模
と
も
に
は
っ
き
り
把
握
で

き
ず
長
期
化
、
広
域
化
の
懸

念
を
示
し
、
既
に
多
数
の
死

者
を
出
し
た
。

　

頭
痛
や
咽
頭
痛
、
筋
肉
痛

な
ど
重
症
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
様
の
症
状
に
始
ま
り
出
血

に
至
り
重
篤
化
す
れ
ば
死
亡

率
は
90
％
と
言
う
か
ら
恐
ろ

し
い
病
気
で
あ
る
。

　

本
来
、
亜
熱
帯
地
方
か
ら

の
輸
入
感
染
症
と
思
わ
れ
た

デ
ン
グ
熱
が
東
京
都
内
の
公

園
で
発
症
し
、
感
染
が
広

が
っ
た
。
高
熱
や
頭
痛
、
関

節
・
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
に

引
続
き
発
疹
が
現
れ
、
た
ま

に
は
重
篤
化
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
な
ど
蚊

の
媒
介
に
よ
り
デ
ン
グ
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
よ
り
発
祥
す

る
。
朝
夕
特
に
蚊
が
出
る
よ

う
な
場
所
に
行
く
の
は
避
け

た
い
。

　

い
ず
れ
も
医
療
関
係
者
で

さ
え
余
り
遭
遇
し
な
い
感
染

症
で
対
策
が
難
し
い
。
今
後

は
見
た
こ
と
も
な
い
感
染
症

の
出
現
も
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

冬
場
に
入
る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
く
る
。

今
は
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
一
定

の
効
果
を
あ
げ
重
症
化
す
る

こ
と
は
少
な
い
が
、
新
型
の

流
行
に
対
し
て
は
対
応
が
難

し
く
な
る
。
老
人
や
幼
少
児

の
生
活
弱
者
で
は
肺
炎
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
し
死
に
至

る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

う
が
い
、
マ
ス
ク
、
手
洗

い
な
ど
周
到
に
行
っ
て
お
け

ば
一
応
の
感
染
は
防
げ
る
。

冬
場
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
あ
る
。
生
の
貝

（
牡
蠣
な
ど
）
を
食
べ
て
感

染
す
る
が
、
丁
寧
な
手
洗
い

な
ど
予
防
対
策
で
充
分
に
防

げ
る
。

　

感
染
症
は
何
ら
か
の
原
因

で
微
生
物
が
体
内
に
侵
入
し

増
殖
し
た
状
態
で
症
状
が
起

こ
り
、
血
液
、
尿
便
、
痰
、

唾
液
な
ど
を
介
し
て
細
菌
、

ウ
イ
ル
ス
な
ど
第
三
者
に
侵

入
し
感
染
を
広
げ
て
い
く
病

で
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
は
多
い
が
、
21
世

紀
は
「
感
染
症
と
の
闘
い
の

世
紀
」と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

「
う
つ
ら
な
い
、
う
つ
さ
な

い
」
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
が

肝
腎
で
あ
る
。

林
　
榮
一

（
医
師
・
八
女
市
立
花
町
）

演　題　生徒たちの歌、歌
　　講　師　執行　昭男  先生（元明善高校校長）
　　日　時　11 月 22 日（土）１３：３０〜
　　場　所　八女市社会福祉会館

黄櫨の会
公開講座

聴講無料
どなたもお気軽に

ご来場下さい

秋の野花がきれな俵山（1095m）
　日本百名山の筆者、深田久弥の言葉に「百の頂きに百の花あり」
と書いている。
　今回の俵山は阿蘇外輪山のなかでも人気が高く、登山者やハイ
カーの数も多い。私達いつもの中高年グループに混ざって山ガール
のゆかりお嬢さんと吉田隊長の孫で、みのりちゃん（5 才）が初参
加となった。
　登山口から 1 時間程歩くと、左手に雄大な阿蘇五岳が見え登山者
の目を楽しませてくれる。
　それにしても山デビューの「みのりちゃん」の元気なこと。先に
なり先頭に立つと「みんなー、はやくー」だって。
　やっと後半の行程となったところで、最後の胸突き八丁の急登を
登りきると「ヤッター山頂だ！」
　この山頂は四季折々、ほかの山では見られない草花も多くマツム
シソウの群落に、ま
さに「俵山の頂に百
の花あり」だった。
　 下 山 は、 み の り
ちゃんの笑い声が絶
えず聞こえ、初めて
孫と登った吉田爺の
満足そうな笑顔が印
象的だった。
八女文化連盟写真部
　樋口　清人

筑後市立筑後中学校一年
木下歩夢さんの模写画
坂本繁二郎先生の『母仔馬』
　11 月 3 日に坂本繁二郎先生の画業を讃える「帰
居祭」が催される。そのポスターのために先生の
昭和 35 年、78 歳の油彩の『母仔馬』を模写させた。
夏休み前から製作にかかった。歩夢さんは久しぶ
りの画材のパスによる模写に熱中した。

　歩夢さんは小５ごろまで無口で、それまでの絵はやや消極的で、もの足
りない作品だった。それが、突然のように積極的な作品に変化し、指導す
る当方に質問する内容にも変化が見受けられるようになった。読書に興味
が出始めたのである。読書を通じて自分のまわりの社会に対するモノの見
方が変化したからと思う。
それが絵に現われた。
　坂本先生の複雑な絵の
構成と色彩をしっかりと
見ぬいた優れた模写であ
る。
　原画の母馬は、坂本先生
のお母さん、仔馬は自分を
描いたといわれている。
　（杉山絵の教室
　　　　　杉山　亞土）
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　私たち水洗少年サッカークラブは、月・水・
金曜日の午後５時から７時まで水洗小学校の
グラウンドで練習しています。現在部員は３
つの小学校から集まった、６年生から２年生

までの総勢２０名で活動しています。子供達は、学年を超えて皆仲が良く元
気いっぱいで、サッカーのことが大好きです。このチームは、１９７７年創
部で、親子二代での部員も多いです。３人の指導者もチームの OB で、忙し
い仕事の合い間に練習に参加してもらったり、休日返上で試合の引率をして
いただいています。今年度に入って目立った戦績はありませんが、一生懸命
練習して、チームメイトを信じて周りに感謝する心を忘れないようにすると
結果はついてくると思います。少しでもサッカーに興味がある方、放課後グ
ラウンドに来てください。いつでも体験できます。一緒に練習しましょう。
よろしくお願いします。　監督　古川　鉄也

キツネノマゴ（狐の孫）［キツネノマゴ科］
　キツネノマゴは春に芽を出し夏から秋にかけて花を咲かせて冬に枯れる一
年生草本。白い花をつけるものをシロバナキツネノマゴという。矢部村では
平地の道端、田畑、野原
で普通に見かける。
　名の由来は、花穂の形
を孫狐のしっぽに見立て
たものだとか、花が孫狐
の顔に似ているからなど
諸説がある。乾燥させ煎
じ て 飲 む と 鎮 静、 鎮 痛、
解熱、鎮咳などの薬効が
あるとされている。

（黒木町）松尾　重根

　皆さん、こんにちは。八女警察署生活安全課長の西
田と申します。今回は、訪問販売の中でもトラブルの
多い点検商法についてお話します。点検商法は、業者
の強引な勧誘、長時間にわたる勧誘、夜間訪問などが
問題になっています。業者は、まず家庭を訪問し、「屋根、
床下、水道、配水管等を無料で点検します」などと言っ
て点検を行います。そして点検後に「このまま放って
おいたら危険です」などと不安にさせるようなことを
言って工事契約や商品購入を迫ります。
　実際に八女警察署にも屋根や浄水器の無料点検をし
てもらった後に高額の工事契約や商品購入を迫られた

という相談も寄せられています。
　業者に勧誘されても、自分が不審に思う訪問販売は、すぐに契約したり、
代金を支払ったりせず、はっきりと断り、被害に遭わないためにも「一人で
判断しない」、「相手の話を鵜呑みにしない」、「家族や警察に相談する」よう
にして大切な財産を守りましょう。
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水洗少年サッカークラブ

今
月
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柳

矢部川源流・杣の里の四季 ㊲

　ここしばらく、70 代以上の
シニア世代 Facebook（以下 FB）
ユーザが増えてきていることを
感じています。
　自分の父親のことを話します
が、普段コンピューターなど触
りもしない上、いわゆるガラケー
と呼ばれる昔ながらの携帯電話
の扱いにも窮する人で、メール
すらろくに返事できない、そん
な人もいます。そういう方の場
合 FB は少し敷居が高いと思わ
れるかもしれません。
　FB は写真や文字をはじめとし
て、さまざまな表現が可能なの
ですが、シニア世代の方はその
ような機能を能動的に使ってい
ることは多くない印象です。
　どちらかと言えば自動的に流
れてくる知り合いの動向を見る、
とか離れて暮らしている子供や
孫の写真を見る、なんて使い方

神様はどこ？
　私は幼い頃、家の中にはいろんな神様が住んでいるということを
祖母から教えてもらいました。
　ドアのレールにいる神様。畳のへりにいる神様。玄関にいる神様。
台所、トイレ、お風呂場などの水回りにいる神様。
  「ドアのレールには神様がおるけんね。踏むと神様がケガしなはる
けん、踏まないようにして行かやんよ。」「畳のここ（へりを指さして）
にも神様が住んどんなはるけんね。踏まないように気をつけて行か
やんよ。」と言われ、幼い私は「神様が住んでいるんだ…」と信じ、
祖母の教えを守って過ごしてきました。
　私もお母さんになってから、祖母から教えてもらったことを４歳
の娘にも同じように伝えました。すると娘は、ドアの前に座り、レー
ル部分をジィーッと見ながら、「ママ、神様はどこ？どこにおると？」
と不思議がっていましたが、それからはレールを踏まないようにな
りました。畳のへりも同じようにジィーッと見ていましたが、踏ま
ずに歩くようになりました。
　子どもは、一番身近にいる親を見て、いろんなことを覚えていく
ものですが、礼儀や作法のように単に口で言うだけでは伝わりにく
いことを、昔の人は「神様が住んでいる」という表現で教えてきた
んだなあと実感しました。
　「泣いた笑った喜んだみんなの子育て奮闘記」より抜粋。この本のご購入、
　お問い合わせは幸輪保育園（筑後市　☎ 0942-53-0175）迄

が多いのかもしれません。けど
それだけでは少しもったいない。
　FB に写真を載せるのが大好き
なシニア世代の方がいらっしゃ
るのですが、その方については

「文字を打つのは面倒」なので一
切書かないのだそうです。その
方にとってはそれが FB 上の表
現で何の問題もありません。
　逆に、文字を何とかタイプ出
来るようになれば、和歌や俳句、
詩歌など、文字で表現できる趣
味をお持ちの方にとって FB は
リアルタイムで友達の評価や賞
賛が得られる二つとない場所に
なるでしょう。
　FB の使い方はそれぞれ千差万
別です。自分なりの表現を使っ
て友達との関係を深められる道
具として使ってみてはいかがで
しょうか。
松尾　隆志（松尾写真館・黒木町）

街かど gallery

八女市高塚

末廣　久枝

Facebook でコミュニティを楽しもう（８）
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お問合せ先

八女市立花町下辺春315-1
TEL:0943-37-1711

大収穫ツリー大収穫ツリー大収穫ツリー大収穫ツリー大収穫ツリー

秋野菜、くだもの、花の寄せ植え、
手芸品、工芸品漬物、梅干し、
柚子こしょう等など自信作を展示

新米でつくる、おにぎり、おはぎ、栗おこわ、
まぜごはんや、いきなり饅頭、ふな焼、おでん、
おばあちゃんが作る 手づくりこんにゃく販売

大きなツリーに実った、出荷者
からの贈り物　長いさおで、
貴方はなにを収穫できるかな？
１、０００円以上お買上げレシートで
１回チャレンジできます。
※収穫物が終わりしだい終了させていただきます。

大きなツリーに実った、出荷者
からの贈り物　長いさおで、
貴方はなにを収穫できるかな？
１、０００円以上お買上げレシートで
１回チャレンジできます。
※収穫物が終わりしだい終了させていただきます。

秋の味覚満載

自信作
なんでもコンクール

午前9時30分より午後4時まで

自信作
なんでもコンクール

イベント広場

イベント

秋野菜、くだもの、花の寄せ植え、
手芸品、工芸品漬物、梅干し、
柚子こしょう等など自信作を展示

大収穫祭満腹コーナー大収穫祭満腹コーナー
新米でつくる、おにぎり、おはぎ、栗おこわ、
まぜごはんや、いきなり饅頭、ふな焼、おでん、
おばあちゃんが作る 手づくりこんにゃく販売

出荷者による対面販売出荷者による対面販売
いのししに負けずに頑張って収穫します。
みかん試食販売、新鮮野菜、新米、お茶、花苗、ほたる揚げ
いのししに負けずに頑張って収穫します。
みかん試食販売、新鮮野菜、新米、お茶、花苗、ほたる揚げ

収穫に感謝して、
採れたてのもち米
でふわふわのおも
ちつきをしよう

収穫に感謝して、
採れたてのもち米
でふわふわのおも
ちつきをしよう

ふれあい
餅つき大会
ふれあい
餅つき大会

八女農コーナー
ポニーがやって来る！

 22日（土）のみ

八女農商品は
2日間

販売するよ！

野菜たっぷり
だんご汁無料配布
野菜たっぷり
だんご汁無料配布

なくなり次第終了します。なくなり次第終了します。

店頭販売

11月22日 土　 23日 日

1等
新米10kg

ご来店！おまちしてます。

大収穫祭
秋の

開催時間：AM９:３0～PM3:30
五島手延うどんの地獄炊き試食販売
水産加工品（一夜干し、みりん干し、練り物など）
かんころ餅

若松瀬戸

※写真はイメージです。

長崎県上五島町

「道の駅たちばな｣でfacebookで新しい情報を発信しております！
ご来店されて気づいた点などコメントいただければ幸いです

五島手延うどん五島手延うどん五島手延うどん

かんころ餅かんころ餅かんころ餅

水産加工品水産加工品水産加工品

11月29日 土 30日 日 特産品等の試食販売特産品等の試食販売

五島手
延うどんの地獄炊き五島手
延うどんの地獄炊き

※写真は
　イメージです

遣唐使がその製法を
もたらしたと伝えられ
る「五島手延うどん」
は、森深い山々の湧水

遣唐使がその製法を
もたらしたと伝えられ
る「五島手延うどん」
は、森深い山々の湧水
や海渡る風たちの恵
みに、その食感が支え
られています。
細身ながら強いコシ。
そして素朴な味わい。

有川湾で取れる新鮮なトビウオを
原料とした「焼あご」を炭火焼、天
日干にて製造四季折々で取れる魚
を使った塩干、みりん干など。
定置網で漁獲した旬の魚鮮度の良
い物だけを原材料としてかまぼこ、
干物。

良質のさつま芋を薄く
輪切りにし、湯がいて
天日に干したものが
「かんころ」このかんこ
ろを餅米と一緒につき
上げたのが五島特産
のかんころ餅です。

有川湾で取れる新鮮なトビウオを
原料とした「焼あご」を炭火焼、天
日干にて製造四季折々で取れる魚
を使った塩干、みりん干など。
定置網で漁獲した旬の魚鮮度の良
い物だけを原材料としてかまぼこ、
干物。

良質のさつま芋を薄く
輪切りにし、湯がいて
天日に干したものが
「かんころ」このかんこ
ろを餅米と一緒につき
上げたのが五島特産
のかんころ餅です。

道の駅
たちばな
にて開催

八女よかとこ直売所
八女市立野  旧矢部線通り沿い

（みどりの杜病院前）
☎0943-24-3387
日曜日はお休み
　玄関に入ると花、食卓に花、
洗面所の窓に花、さりげなく置
かれた花に心癒されちょっとだ
けリッチな気分に浸れます。そ
んな夢を実現させてくれるお店
です。ゆり栽培 30 年のキャリ
アを持つ牛島国弘さんはお店の裏のハウス（1400 坪）で年間 15 万球の
カサブランカを生産販売しています。ゆりはちょっと高嶺の花というイ
メージもありますが、もっと手軽にゆりをご家庭に飾って楽しんでもら
いたいと、5 年前にオープンしました。沢子奥さんと、店長の美紀さん
二人がお店を切り盛りしています。球根はオランダ、チリ、ニュージー
ランドから輸入しています。花期は 7 月中旬から 9 月末の盛夏期以外は
一年中楽しめます。お祝いやお見舞い、仏事用の花束、アレンジメント
も作ります。これからは年末年始の贈答用で忙しくなります。「できれ
ばこのお店でフラワーアレンジメント教室を開けるようになりたい」と
店長美紀さんが笑顔いっぱいで話されました。店内にはお米やお茶、し
いたけ、旬の野菜や果物、手づくり雑貨も並び牛島さん母子と花に囲ま
れて話すだけでも楽しいお店でした。
お店からのプレゼント
  「オリエンタルリリー 2 本組」を 10 名の方へ。ご希望の方はハガキに
住所、氏名、電話番号を明記の上㈱東兄弟迄、11 月 10 日締め切り、応
募多数の時は抽選、当選された方は直接お店で受け取ってもらいます。

　　　お食事処　母　家（おもや）
　黒木町笠原199-2（黒木町商工会跡）
　☎090-8769-2960
　営業17：00〜24：00　OS　23：00
　オーナーの宮園邦雄 (36) さんが修業を積ん
で故郷黒木町に７月にオープンしたお店です。
屋号は奥さんの実家が天草牛深で居酒屋母家
を経営しているのでその名前を拝借しました。
本家天草に負けないようにと新鮮な魚貝類を
毎朝厳選して仕入れています。これから魚の
おいしい季節を迎えます。ぜひ当店の魚料理
を賞味して下さい。焼き鳥も一度はためしてほしいですねと自信慢慢で
した。メニューは豊富かつリーズナブル。今は地元の皆さんに愛され、
二度三度と足を運んでもらえるお店にしようとお客様の期待を裏切らな
いようなおもてなしを心がけています。店内は 30 名は入れて落ち着い
て過ごせる雰囲気です。予算に応じて
各種宴会に対応します。忘年会の予約
承り中。
追記、このお店の特長は同じ建物内に
カラオケルームがあること。（約 15 名
可）お食事やお酒の後、腹ごなしによし、
途中で気分転換にもよし、昼間カラオ
ケルームのみの利用もできます。
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あかりとちゃっぽんぽん「地場産まつり」に参加して
福岡県立八女農業高等学校

　今年もシステム園芸科の２年生が、学校で生産した農産物を販売しま
した。
　持ち込んだ生産物は、生産技術科のペットボトル茶の「八農高茶」（学
校茶葉使用）、システム園芸科の、花鉢、観葉植物、野菜の苗、生物利
用科の、本校の茶葉を使って作った「お茶クッキー」、各種ジャム、豚
味噌など、学校の人気商品を取りそろえて販売しました。また、隣のテ
ントでは、本校ＰＴＡの皆さんに餅つきの実演をしていただき、大変盛
り上がったイベントとなりました。
　参加した生徒たちは大きな声を出し、笑顔で接客に励んでくれました。
　これらの販売品は定期的に「八女農みらい館」で販売しています。
多くの皆様のご来校を心よりお待ちしています。
八女農みらい館 11月販売日
４日、７日、14日、18日、21日、25日、28日　10時30分〜15時30分

　収穫の秋を迎え、五穀豊穣を感謝して、田舎では秋祭りが行われてい
ます。さて、私達が毎日食べているお米はいつ頃からあるのでしょうか？
中国の楊子江付近では、今から 9000 年〜 8000 年前に米を作っていた
ことがわかりました。日本で、一番古い田んぼは岡山県の遺跡から発見
されている縄文時代のものです。水が豊かで気候風土によく合ったお米
が現在まで脈々と受け継がれ、ジャポニカ種、インディカ種、ジャバニ
カ種などがあります。米は、主食はもとより酒や味噌、醤油、酢等の加
工品他、糊や飼料として幅広く使われています。
秋の炊きおこわ（4人分）
もち米 2 カップ　うるち米 1/2 カップ　ごぼう 100g　人参 60g　鶏肉
60g　しいたけ 3 枚　栗　12 ヶ（半分に切る）　枝豆 適量（上に散らす分）
■作り方　①もち米とうるち米は一緒にして洗う
②鶏肉、ごぼう、しいたけ、人参は一緒に味をつける（酒　大 2・塩　
小 1/2 強・醤油　大 1・みりん　大 1）
③具の煮汁を別に取り、汁の中に水を加え 2.5 カップにして、同量の水
　加減にして、具を上にのせ、むいた生の栗を上にのせて炊く
④枝豆は別にゆでて、サヤから豆を出し炊きあがったご飯にのせる
三色だんご
①だんご粉 250g を 3 等分にする
②かぼちゃは皮を取って蒸し、冷ます
　冷めたら粉の中に入れ耳たぶくらいのかたさにこね丸める
③よもぎは水 500 に小 1 の炭酸ソーダを入れ、やわらかくゆで水にとり、
　すりばちですりつぶし、粉と一緒に水を加えながら耳たぶくらいのか
　たさにして丸める
④何も入れない粉はぬるま湯で耳たぶくらいにこね、全部ゆでる
　きな粉に砂糖、塩を少量入れてまぜ温か
　いうちにかけていただく
吸い物
1 人分 120cc のだし汁に塩、薄口醤油で味
を調える
豆腐、ゆでたほうれん草、皮をむいたトマ
トにだし汁をそそぎ、ゆずの皮をのせる
郷土料理研究家　樋口　愛子（八女市）

知って得する郷土の食文化　④

11月の道の駅たちばな 　
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サービスクーポン
この券持参の方に

5 名様以上で当店ご利用の
お客様カラオケルーム

1 時間無料
11月15日迄有効　母家（おもや）

花に囲まれた店内で牛島さん母子


